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点線で囲んだ200 s～380 sを抜粋
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研究の目的

結論

ペロブスカイト太陽電池
性能評価技術の開発

ペロブスカイト太陽電池は，材料・構造に応じて特異な電気
過渡応答（数十秒以上の応答など）や性能不安定性を示し，
それに起因すると考えられる掃引方向の違いによる顕著な
I-V特性の差（ヒステリシス）を示すことが知られている[1,2]．

このようなペロブスカイト太陽電池の性能を高精度評価する
ための測定手法として，これまでに電圧を最大出力動作電圧
(Vpm)で固定し、出力(Pm)の時間変化を測定するVpmホールド
法を用いた測定手順を提案してきた[3]．加えて、昨年度後半
より，I-V特性測定前に最大電力点追従制御（MPPT）測定を
実施しており，Pmの時間変化（特性の変化）を最小限に抑え
て高精度にPmを測定する手法（表1）を検討している．

• MPPT制御によるPmの時間変化測定をI-V特性測定前に実施する手順を検討した．

• Pmの時間変化を測定することで、ペロブスカイト太陽電池デバイスの安定性を確認
すると共に、特性変化（性能劣化）を最小限に抑えた高精度でのPm測定の可能性
を確認した．

• MPPT制御では、ペロブスカイト太陽電池の電気応答に応じた適切な制御パラメー
タ設定が必要である．

MPPTによるペロブスカイト太陽電池性能評価
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1 MPPTを開始し，5分以上Pmの安定性を確認．

2 できるだけ最適条件でのI-V特性の測定を実施．

3 MPPTと両方向のI-V特性（1秒～10分程度の掃引時
間）測定を繰り返し，ヒステリシスの概要を把握．

3’ 掃引方向による差が顕著な場合は電圧をVpmで固定し，
Pmの時間変化を測定．

4 I-V特性とPmの時間変化を比較，検証．

測定系の概要

図1 . ペロブスカイト太陽電池性能評価の装置
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図 2 . ペロブスカイト太陽電池の測定結果のレイアウト

• I-V測定とMPPTのIpm， Vpmがある程度一致するこ
とが必要．

• 5分間で極端な特性変化（e.g. 約4割以上）がある
と安定性良好な結果とは判断し難い．
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図3. MPPT制御中のPm, Vpm, Ipmの時間変化
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Vpmは数十点で推移．⇒MPPT制御が不適当．
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Vpmは3～4点で推移．⇒MPPT制御は良好．

0.930.8843 0.9475

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

0.6 0.8 1 1.2

N
o

rm
al

iz
ed

C
u

rr
en

t 
(I

/I
p

m
)

Voltage (V)

MPPTとI-V特性のVpmの差は
Forwardで2%

Reverseで5%

0.8

1.3

1.8

2.3

N
o

rm
al

iz
ed

 M
P

P
T

 

P
o

w
er

 (
P

/P
m

)

I-V

I-Vup down

MPPT測定間隔：1.4 s

• MPPT制御パラメータが不適
当だとPmを正しく評価できな
い．

• MPPT制御パラメータはペロ

ブスカイト太陽電池の電気応
答時間に依存する．

⇒適切なパラメータ設定が必要

である．
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MPPT測定間隔：6.5 s

図6. MPPT制御中のPm, Vpm, Ipmの時間変化 図7. P-V特性
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表1. 測定手順の指針（検討中）

図5. I-V特性 0.1-s hold + 30-s sweep図4. P-V特性


